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SCONA TPPL 1310 PA

SCONA TPPL 1310 PA
溶融張力を向上させるための従来のエポキシ系添加剤と組み合わせて、高レベルの効
率およびより短い反応時間を達成するためのポリ乳酸系コンパウンドの粘度改質のため
の相乗剤。　極性材料のための分散助剤および接着促進剤。

製品データ

組成
化学修飾ポリ乳酸

一般性状
本データシートに記載した数値は代表値であり、品質規格ではございません。

グラフト官能性: アクリル酸
グラフト化レベル: > 3.0 %
MVR (190 °C, 2.16 kg): 3–10 cm³/10分
乾燥減量 (180分, 110 °C): < 0.8 %
色: オフホワイト
形状: 粉末

貯蔵および輸送
密封した容器に入れ、乾燥した、十分に換気された冷暗所に保管してください。

適用分野

熱可塑性樹脂

特長
SCONA TPPL 1310 PAは、アクリル酸で官能化されたポリ乳酸(PLA)に基づく高性能ポリマー改質剤です。
この添加剤は、溶融張力を向上させるために従来の低分子量エポキシ系添加剤が添加されてきたポリ乳酸
コンパウンドの粘度を調整するための相乗剤として作用します。本製品は、反応効率の向上および/または
性能を改善し、押出プロセスに必要な滞留時間を減少させる。SCONA TPPL 1310 PAは、高い濃度の官能
化極性基を有し、これはまた、添加剤を極性表面のための優れた分散助剤および接着促進剤にします。
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推奨用途

粘度調整剤 X

分散助剤 X

接着促進剤 Y

■ 最適     □ 適

推奨添加量
粘度調整剤:全配合に基づいて0.5～5%の添加剤(供給時)。
分散助剤:充填剤の含有量に応じて、全配合に基づいて2～6%の添加剤(供給時)。接着促進剤:全配合物に
基づいて、2～6%の添加剤(供給時)。

上記の推奨添加量は初期値としてご利用ください。最適添加量は実際に試験を行い、決定してください。

添加方法
製品は、全ての押出機、ブロー成形機、および射出成形機における処理中に、容積または重量フィーダーを
介して添加することができます。充填材料では、繊維/フィラーの良好な湿潤を保証するために、メインフィー
ドポートからの供給が推奨されます。
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